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「東京育ちの南三陸どんぐりの里帰り」  三嶋 明会員の活動をご紹介します 

【会員の動き】 ２０１９年７－８月期  

 ◎転入：木下羨方（東京中地区・港区）← 茨木摂津支部   平井重治（東京北地区・練馬区）← 首都圏支部 

飯田健治（東京西地区・武蔵野市）← 横浜西支部  石橋純一郎（東京南地区・品川区）← 北大阪支部 

◎転出：越湖春樹（東京東地区・荒川区）→ 横浜東支部 

 

 

 

 

 

 

支部だより 

 

そしてそれら活動の一つと

して東北被災地の緑化（防潮 

林）のためのどんぐりの植樹

に取り組んでいます。（自然界

でのどんぐりの「発芽率」は

１％未満と言われています

が、当プロジェクトではおお 

 

と き：９月４日（水）１０時～１５時 

ところ：国会議事堂、参議院会館、霞ヶ関 

女性会員懇談会は９回目となりますが、今回初めて、関

東６支部合同で開催しました。全国の女性役員懇談会で、

本部が進める支部間交流の取組みとして、志村副支部長が

提案し、他支部の賛同を得て今回の実施に至ったものです。 

６支部の女性会員２２名に野口副会長他男性役員が加わ 

員との懇談会を行った上

で、霞が関まで移動して懇

親会を行いました。 

懇親会では、池田支部長

の開会挨拶、野口副会長の 

 

 

三嶋さん（渋谷区）が東北地方被災地緑化のためのＮＰ

Ｏのプロジェクトに参加して5年になります。もともとこ

のＮＰＯ（ＥＶＦ）は第一線を退いた中高年のエンジニア

の力を生かし環境とエネルギーの問題に取り組もうと始

まったものです。環境問題のセミナーや見学会を実施した

り（今まで 144 回、延べ約 5,700 名）、アフリカ・ザンビ

ア国向け人力発電機付き再生自転車の製作・提供、電気自

動車（ＥＶ）の開発・活用・実証実験など行ってきました。 パナソニックでの特機営業、海外畑（本社、冷蔵庫、米

国駐在、カーエレ）などの経験を活かし、また学生時代の

相撲部の活動を基本として、プロジェクトのリーダーの一

人として、この活動を進めています。 

◆関東６支部合同「女性会員懇談会」を開催しました 

よそ40-50％ぐらいでしょうか。） 

この活動では、現在どんぐり（ミズナラ、コナラ、マテ

バシイ）の苗を30人ほどの里親が120本ほど育てています。 

 

そして地元の代表と植樹の本数、地

域、時期などを検討し、メンバーと地

元民で植樹を行います。今年は6月末、

3 日間をかけて、宮城県南三陸町の泊

浜に約 50 本の「発芽し、数年里親の

下で大事に育てられた」苗を植樹しま

した。 

 

「東北被災地の復興支援と、震災

の記憶を風化させないため、多くの

人に参加してもらい、子どもたちに

語り継いでいければ。」と三嶋さん

は抱負を語ってくれました。 

 

レポーター 佐藤文昭 

 

 

後列左から２人目が三嶋さん 

 

り、総勢２６名が参加しま

した。 

永田町駅に集合し、矢田

わか子議員のご協力を得

て、国会議事堂（参議院）

を見学、議員会館で矢田議 

挨拶と乾杯で和やかな昼食懇談をスタート。楽しい会話で

賑やかに進む中、１人１分の自己紹介と近況報告、そして、

健康クイズなどで大いに盛り上がりましたが、楽しい時間

はあっという間に過ぎていまい、関支部長の閉会挨拶で無

事終了となりました。 

６支部合同は初めての試みでしたが、とても充実した内

容の濃い懇談会となり、来年の開催を望む声も多く聞かれ

ました。来年も多くの女性会員のご参加をお願いします。 

 


